
交付金充当額

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 静岡市
交付金事業実施場所 静岡市葵区井川

別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営措置

井川地区自主運行バス運行車両購入

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営措置

井川地区自主運行バス運行車
両購入

静岡市 3,950,340 3,850,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費



交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策、施策
静岡市バス交通計画（平成２５年度から）
　４．３　地域目標
　　山間地：生活のための移動がバスでできる交通を目指す。
　　【実施施策】
　　○生活路線の確保、デマンド運行等の導入検討・循環バス（コミュニティバス）

事業開始年度 令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度

交付金事業の概要

　井川地区はバス事業者（しずてつジャストライン㈱）により運行されていた路線バスが、平
成２０年に廃止されたことに伴い、公共交通機関のない交通空白地となった。これを受け、平
成２０年６月より井川地区住民の生活交通を確保するため、静岡市は自主運行バスの運行を開
始している。
　現在、予備車両を含めた３台で運行を行っているが、いずれも走行距離が２０万キロを超え
ており、部品に経年劣化が見られ、異常による点検や部品交換が発生している状況である。バ
ス事業における輸送の安全性確保は最優先事項であり、車両の故障を原因とした事故により、
利用者への多大な不利益を生じることがないよう、今回の車両更新により安全な交通機能の確
保を図る。



交付金事業の担当課室 静岡市都市局都市計画部交通政策課
交付金事業の評価課室 静岡市都市局都市計画部交通政策課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

物品購入 制限付き一般競争入札
有限会社小久保フェンダー製作所

（静岡市） 3,850,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 3,802,370 3,850,000
うち文部科学省分

総事業費 3,972,290 3,950,340

うち経済産業省分 3,802,370 3,850,000

交付金事業の総事業費 令和４年度 令和５年度 年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 令和５年度

1

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 100.0% 100.0%

年度

車両購入台数
活動実績 台 1 1
活動見込 台 1

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

生活路線の確保

運行日数
365日（天候・
災害等の運休を

除く）

成果実績 日
目標値 日 365
達成度 ％

評価年度の設定理由
令和５年度に事業が完了するため、評価年度を令和６年度とする。

交付金事業の定性的な成果及び評価等



交付金充当額

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 静岡市
交付金事業実施場所 静岡市葵区井川

別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営措置

井川地区自主運行バス管理事務所移設

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営措置

井川地区自主運行バス管理事
務所移設

静岡市 2,313,188 2,264,691

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費



交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策、施策
静岡市総合交通計画（平成２８年度から令和17年度）
　４‐２　分野別の方針と１２の目標
　　（３）公共交通の維持：地域の公共交通を維持するため、利用者数や地域に応じた運行の
　　　　　　　　　　　　　効率化を図ることを目指す。
　　【実施施策】
　　○生活路線の確保、デマンド運行等の導入検討

事業開始年度 令和５年度 事業終了（予定）年度 令和７年度

交付金事業の概要

　井川地区はバス事業者（しずてつジャストライン㈱）により運行されていた路線バスが、平
成２０年に廃止されたことに伴い、公共交通機関のない交通空白地となった。これを受け、平
成２０年６月より井川地区住民の生活交通を確保するため、静岡市は自主運行バスの運行を開
始している。
　現管理事務所は葵区田代地内に設置されているため、井川地区の中心地である葵区井川本村
に拠点を移すことで、運行形態の見直しやダイヤの調整等を行い、地域内における移動の利便
性を向上させる。
　令和５年度：用地測量、不動産鑑定業務、土地購入
　令和６年度：管理事務所等整備工事



契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

土地購入 随意契約（特命） 地権者 231,585

土地購入 随意契約（特命）
静岡市農業協同組合

（静岡市） 613,081

用地測量業務 随意契約
公益社団法人　静岡県公共嘱託登記

土地家屋調査士協会（静岡市） 946,022

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 2,264,691
うち文部科学省分

総事業費 2,313,188

うち経済産業省分 2,264,691

交付金事業の総事業費 令和５年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和５年度 令和６年度

3,374

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 100.0%

年度

井川自主運行バスの利用者数
活動実績 人 3,291
活動見込 人 3,374

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和８年度

生活路線の確保
令和４年度の１
便当たりの乗車

率５割増加

成果実績 人
目標値 人 1.05
達成度 ％

評価年度の設定理由
令和７年度に事業が完了するため、評価年度を令和８年度とする。

交付金事業の定性的な成果及び評価等



交付金事業の担当課室 静岡市都市局都市計画部交通政策課
交付金事業の評価課室 静岡市都市局都市計画部交通政策課

不動産鑑定 随意契約
中部不動産鑑定所

（静岡市）
522,500



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

（単位：円）

Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営措置

林道小河内川線改良工事

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営措置

林道小河内川線改良工事 静岡市 31,540,300 31,500,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間

接交付金事業者名
交付金事業に要し

た経費
交付金充当額

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 静岡市
交付金事業実施場所 静岡市葵区上坂本地内

交付金事業の概要

　林道小河内川線は、井川湖の東側を県道南アルプス公園線と林道井川雨畑線を結ぶ全長14. 6㎞、
幅員4. 0ｍの林道で、 森林施業や林産物の搬出に利用されるほか、 岩崎地区（ 6世帯6人） 、上坂
本地区（ 6世帯6人） 、田代地区（ 57世帯83人）、小河内地区（ 18世帯25人）など周辺集落の住民
が利用する生活道路です。

　大雨や地震等により県道が利用できない場合の迂回路としての役割も併せ持つ重要な路線ですが、
落石や崩土の危険がある箇所や未舗装箇所が多く残されているため、電源立地地域対策交付金を活用
して交通の安全性を高めます。



交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

交付金事業に関係する主要政策、施策

第４次静岡市総合計画 前期実施計画（令和５（2023）年度～令和８（2026）年度）
　農林水産
　政策02　持続可能な生産基盤の確保を推進します
　　施策01　作業効率の高い生産基盤の整備
　　080201　林道整備事業
　　　　目標：生産基盤である林道の改良工事を実施し、安全な通行を図る。
　　　　　　　令和5年度　井川地区における改良工事　3路線以上

事業開始年度 令和5年度 事業終了（予定）年度 令和5年度
事業期間の設定理由 当該年度内に事業を完了するため

交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和5年度

林道の改良
箇所数目標
値３箇所

林道の改良
箇所数目標
値３箇所

成果実績 箇所 3
目標値 箇所 3

達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
当該年度内に事業を完了するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等
本事業の実施により、工事完了区間における落石や崩土の危険性が軽減され、地域住民及び林業
従事者など通行の安全性が確保された。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

342
達成度 % 100.0% 100.0% 100.0%

令和5年度

工事延長
活動実績 ｍ 266 324 342
活動見込 ｍ 266

交付金事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 令和3年度 令和4年度

324



交付金事業の総事業費等 令和３年度 令和４年度 令和５年度 備　考
総事業費 15,369,200 20,024,400 31,540,300

うち経済産業省分 7,016,000 17,000,000 31,500,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 7,016,000 17,000,000 31,500,000
うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 静岡市市民局井川支所
交付金事業の評価課室 静岡市市民局井川支所

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路工事 指名競争入札 三星建設株式会社（静岡市） 31,540,300



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和5年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営措置

林道所沢線改良工事

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営措置

林道所沢線改良工事 静岡市 17,805,700 15,550,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 静岡市
交付金事業実施場所 静岡市葵区上坂本地内

交付金事業の概要

　林道所沢線は、井川湖東側の全長2358ｍ、幅員4. 0ｍの林道で、 森林施業や林産物の搬出に
利用されるほか、岩崎地区（ 6世帯6人）、上坂本地区（ 6世帯6人） 、田代地区（ 57世帯83
人） 、小河内地区（ 18世帯25人）など周辺集落の住民が利用する生活道路です。

　林道所沢線は大雨や地震等により県道および井川大橋が利用できない場合に小河内川線から
県道に出るための迂回路としての役割も併せ持つ重要な路線ですが、落石や崩土の危険がある
箇所や未舗装箇所が多く残されています。電源立地地域対策交付金を活用して交通の安全性を
高めます。



交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策、施策

第４次静岡市総合計画 前期実施計画（令和５（2023）年度～令和８（2026）年度）
　農林水産
　政策02　持続可能な生産基盤の確保を推進します
　　施策01　作業効率の高い生産基盤の整備
　　080201　林道整備事業
　　　　目標：生産基盤である林道の改良工事を実施し、安全な通行を図る。
　　　　　　　令和5年度　井川地区における改良工事　3路線以上

事業開始年度 令和5年度 事業終了（予定）年度 令和5年度
事業期間の設定理由 当該後期の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和5年度

井川地区に
おける林道
改良工事

林道の改良
箇所数

成果実績 箇所 3
目標値 箇所 3

達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
当該年度内に事業を完了するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等
本事業の実施により、工事完了区間における落石や崩土の危険性が軽減され、地域住民の安全
性が確保された。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 % 100.0%
工事延長

活動実績 ｍ 358
活動見込 ｍ 358

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和５年度



交付金事業の総事業費 令和５年度 備　考
総事業費 17,805,700

うち経済産業省分 15,550,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 15,550,000
うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 静岡市市民局井川支所
交付金事業の評価課室 静岡市市民局井川支所

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路工事 指名競争入札 株式会社ヤマエイ長島建設 17,805,700


	①（静岡市_井川地区自主運行バス車両購入）
	②静岡市_井川地区自主運行バス管理事務所移設）
	③(静岡市林道小河内改良工事)
	④（静岡市_林道所沢線）

